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Fig･1拡散係数のHA濃度(CHA)依存性
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Fig.2HA水溶液中での
シトクロムcの拡散係数の拡散距牡依存性
(D/A=exp(-aCHAO･5))｡この濃度依存性からHA水溶液
の平均的なメッシュサイズが 1.4wt%で6-9nmであるこ
とがわかった｡また拡散係数の (HAフリー の溶液に対す
る)減少率 (m｣仇)は､拡散分子が大きくなるほど高く
なった｡一方､三種類の方法で測定したCytcのDは､平
均的なメッシュサイズ近傍の拡散距離ではHAを含まな
い溶液中の値とほとんど変わらないが､拡散距離が
200nm以上では大きく減少することが明らかになった｡
(Fig.2)これら2つの結果は､HAゲルの中においては､
物質拡散は空間相関をもち､拡散係数がもはや定数ではな
く時間に依存した物理量になっていることを示している｡
また､Dの距離依存性においてメッシュサイズより一桁程
度大きな領域に拡散係数が大きく落ち込む領域があ
るが､この急激な拡散係数の減少曲線はHAゲルの
不規則な構造およびその時間的な揺らぎ､拡散物質の
大きさに依存している｡生体内でも､このような拡散
係数の距離依存性とHA濃度依存性により物質拡散
がコントロールされているものと考えられる｡
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